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【車屋美術館に植えられている樹木】 

主要な樹木 

〇正門周辺 

モチノキ（黐の木）（モチノキ科 モチノキ属） 

常緑広葉樹。4 月～5 月に開花。10 月に結実。薄黄色の 1 センチほどの小さな花を咲かせる。樹皮から

とりもち（野鳥を捕獲するための道具）を作ることができるためこの名がつく。モッコク、モクセイと

並んで「三大庭木」と呼ばれる。 

   

モチノキ                    モチノキ 葉 

 

モッコク（木斛）（ツバキ科 モッコク属） 

常緑広葉樹。6 月～7 月に開花。10 月～11 月に結実。ある程度大きくなると放任しても樹形を整えやす

く、樹齢を経るにしたがって樹姿に風格が出ることから「庭木の王」と呼ばれる。 

   

モッコク                    モッコク 葉 
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オモイガワサクラ（思川桜）（バラ科 サクラ属） 

落葉広葉樹。4 月に開花。小山市で品種改良によって誕生したサクラの品種。ソメイヨシノより開花時期

が遅く、より濃いピンク色の花をつける。 

   

オモイガワザクラ                 オモイガワザクラ （左）葉 （右）花 

 

 

 

 

キョウチクトウ（夾竹桃）（キョウチクトウ科 キョウチクトウ属） 

常緑広葉樹。6月～8月に開花。日本では花粉を媒介する昆虫がいないため結実することはほとんどない。

桃に似た花をつけ、竹のような葉をつけることが名前の由来。有毒植物であり、生体だけでなく周辺の

土壌や、燃やした時に発生する煙も有毒性である。 

   

キョウチクトウ                キョウチクトウ 花 （左）白、（右）桃色 
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○土蔵周辺 

イロハモミジ（伊呂波紅葉）（ムクロジ科 カエデ属） 

3 月に開花。8 月～9 月に結実。一般的にモミジと呼ぶ際は本種のことをさす。秋になると紅葉する。気

温が低下すると葉の葉緑体が幹に回収されることで綠色がぬけ、液胞に含まれるアントシアニンの赤色

によって葉が赤く見える。 

   

イロハモミジ                  イロハモミジ 葉 

 

 

 

 

クロマツ（マツ科 マツ属） 

常緑針葉樹。4 月～5 月に開花。2 年後の 10 月～11 月に結実。古くから長寿や繁栄の象徴として和風庭

園に用いられるほか、海岸沿いに植えられて松原を形成する。名前の通り樹皮が黒く、アカマツと比較

して葉が太く長く、力強いことから男松と呼ばれる。 

   

クロマツ（中央の幹）              クロマツ 葉 
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タオヤメザクラ（手弱女桜）（バラ科 サクラ属） 

落葉広葉樹。3 月～4 月に開花。6 月に結実。実をつけるが種子はほとんど発芽しないため、接ぎ木で増

やす。 

   

タオヤメザクラ                  タオヤメザクラ 花 

※写真のタオヤメザクラは現在枯死し、新たな木が手前から生えています 

 

 

 

 

アセビ（馬酔木）（ツツジ科 アセビ属） 

2 月～4 月に開花。9 月～10 月に結実。生け垣に人気がある。ドウダンツツジに似ているが、こちらは枝、

葉、花に呼吸中枢を麻痺させる毒を含む。漢字では馬酔木と書くが、馬に葉を食べさせると中毒を引き

起こして酔ったように見えるからという説がある。 

   

アセビ                     アセビ 葉と花 
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〇庭園 

イチョウ（公孫樹）（イチョウ科 イチョウ属） 

落葉樹。裸子植物。秋になると黄葉する。現在では街路樹としてごく普通にみられるが、ペルム紀の地

層から化石が見つかる生きた化石であり、数十年前に再発見されるまではすでに絶滅したと考えられて

いた。 

   

イチョウ（中央、右の木）             イチョウ 葉 

 

 

 

 

タイサンボク（泰山木）（モクレン科 モクレン属） 

常緑落葉樹。6 月～7 月に開花。10 月～11 月に結実。庭木や公園樹として人気が高い。花が大きく、強

い芳香を放つが、上部の枝にしか花をつけないため下から見上げても見つかりにくい。 

   

タイサンボク（中央、奥の常緑樹）        タイサンボク 葉 
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ツバキ（椿）（ツバキ科 ツバキ属） 

常緑広葉樹。12 月～4 月に開花。翌年の 9 月～10 月に結実。昆虫の少ない冬に開花し、鳥に花粉を媒介

させる。種子からは良質の油がとれる。花びらが根元で強く繋がっているため、花が落ちるときは根元

から花ごと一度に落ちる。 

   

ツバキ                     ツバキ 花  

 

 

 

 

スダジイ（首陀椎）（ブナ科 シイ属） 

常緑広葉樹。5 月～6 月に開花。10 月～11 月に結実。一般的にシイは本種の事を指す。子実はいわゆる

ドングリと呼ばれるが、ほかのドングリと違いしぶがほとんどないので簡単に食べられる。木はシイタ

ケの栽培に使われる。 

   

スダジイ                     スダジイ 葉 
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その他の樹木 

●正門周辺 

イトヒバ（糸檜葉）（ヒノキ科 ヒノキ属） 

常緑針葉樹。4 月～5 月に開花。サワラの園芸品種であり、ヒヨクヒバとも呼ばれる。細枝や葉先が糸の

ように細く垂れ下がることからその名がついた。 

   

イトヒバ                    イトヒバ 葉 

 

 

 

 

チャボヒバ（矮鶏檜葉）（ヒノキ科 ヒノキ属） 

常緑針葉樹。4 月～5 月に開花。ヒノキの園芸品種。和風庭園における定番の庭木である。 

   

チャボヒバ                   チャボヒバ 葉 
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ドウダンツツジ（灯台躑躅）（ツツジ科 ドウダンツツジ属） 

落葉広葉樹。3 月～5 月に開花。野生では岩山などに自生している。春の開花と秋の紅葉の美しさから生

け垣として人気が高い。 

   

ドウダンツツジ                 ドウダンツツジ 葉 

 

 

 

 

ソテツ（蘇鉄）（ソテツ科 ソテツ属） 

常緑樹。6 月～8 月に開花。翌 3 月に結実。実は炭水化物を多く含むので救荒植物として植えられるが、

毒があるのでそのまま食べると中毒症状を起こす。 

   

ソテツ                     ソテツ 葉 
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ヤツデ（八手）（ウコギ科 ヤツデ属） 

常緑広葉樹。10 月～12 月に開花。3 月～4 月に結実。日本固有種。葉が 8 本の指のように広がる様子か

らこの名前がついた。 

   

ヤツデ                     ヤツデ 葉と花（右下） 

 

 

 

 

●土蔵周辺 

シダレモミジ（枝垂れ紅葉）（ムクロジ科 カエデ属） 

3 月に開花。8 月～9 月に結実。ヤマモミジの枝垂れ性品種。 

   

シダレモミジ                   シダレモミジ 葉 
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ナンテン（南天）（メギ科 ナンテン属） 

常緑広葉樹。5 月～6 月に開花。11 月～翌 2 月に結実。冬に緑の葉と赤もしくは白の果実をつけること

から魔除け、厄除け、無病息災の縁起物として好まれてきた。また、ナンテンを「難転」と表記できる

ため、鬼門や裏鬼門の方角に植える縁起物でもある。 

   

ナンテン                   ナンテン （上）葉、（下）実 

 

 

 

 

オカメザサ（阿亀笹）（イネ科 オカメザサ属） 

常緑樹。6 月～7 月に開花。名前にササとついているが分類上はタケの一種。本種は 1 種でオカメザサ属

を構成する日本最小のタケである。 

   

オカメザサ                     オカメザサ 葉 
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ウメ（梅）（バラ科 サクラ属） 

落葉広葉樹。1 月～3 月に開花。6 月～7 月に結実。花には紅梅、白梅、蝋梅などいくつかの品種がある。

果実は梅酒、梅干しなどに加工されて食用になるほか、漢方薬の烏梅としても利用される。 

   

ウメ                      ウメ 葉 

 

 

 

 

シュロノキ（棕梠）（ヤシ科 シュロ属） 

常緑高木。4 月～5 月に開花。9 月～10 月に結実。ヤシ科の植物だがある程度冷涼な気候にでも生育可能。

樹皮の繊維を束ねることで縄を作ることができる。種は食用には適さないが漢方薬になる。 

   

シュロノキ                    シュロノキ 花 
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●庭園 

ゲッケイジュ（月桂樹）（クスノキ科 ゲッケイジュ属） 

常緑広葉樹。4 月～5 月に開花。9 月～10 月に結実。地中海原産の植物で、古代ギリシャでは勝利者にゲ

ッケイジュの冠を被せたならわしから、勝利の象徴とされる。葉を乾燥させたものをローリエといい、

カレーや肉料理などに用いる。 

   

ゲッケイジュ                  ゲッケイジュ 葉 

 

 

 

 

ハナズオウ（花蘇芳）（マメ科 ハナズオウ属） 

落葉広葉樹。4 月に開花。10 月～11 月に結実。花の色がスオウ色（スオウという植物からとれる染料の

色。黒みを帯びた赤色）に似ていることが由来。 

   

ハナズオウ                   ハナズオウ 花 
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サワラ（椹）（ヒノキ科 ヒノキ属） 

常緑針葉樹。4 月に開花。10 月に結実。イトヒバの原木。木材は桶や曲物、障子の格子などに使用され

る。花粉を枝先の雄花から大量に散布するため、花粉症の原因にもなる。 

   

サワラ（中央の木）               サワラ 葉 

 

 

 

 

アオキ（青木）（アオキ科 アオキ属） 

常緑広葉樹。3 月～5 月に開花。12 月～翌 1 月に結実。江戸時代に海外に輸出され、庭木として栽培さ

れるなど人気が高い。冬に赤い実をつけるが、雌雄異株で実をつけるのはメスの木のみであり、実をつ

けない雄の木は園芸職人から「バカ」と呼ばれることもある。 

   

アオキ                      アオキ 葉 
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クチナシ（梔子）（アカネ科 クチナシ属） 

常緑広葉樹。6 月～7 月に開花。10 月～翌 2 月に結実。実から黄色い染料を取ることができる。実が熟

しても割れないことから「口なし」が転じてクチナシと呼ばれるようになったという。 

   

クチナシ                    クチナシ 葉 

 

 

 

 

・石（庭園） 

佐渡赤石 

新潟県佐渡市、赤玉地区で採掘されていた石。佐渡赤玉石とも呼ばれる。赤い色彩の美しさより鳥取の

佐治石、神戸の本御影石と並び日本三大銘石の一つに数えられる（諸説あり）。 

   

庭園に鎮座する佐渡赤石             雨が降った直後の佐渡赤石（中央） 
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索引 

あ行 

アオキ       土蔵周辺・庭園  13 

アセビ          土蔵周辺   4 

イチョウ           庭園   5 

イトヒバ     正門周辺・ 庭園   7 

イロハモミジ    土蔵周辺・庭園   3 

ウメ        土蔵周辺・庭園  11 

オカメザサ        土蔵周辺  10 

オモイガワザクラ     正門周辺   2 

 

か行 

キョウチクトウ      正門周辺   2 

クチナシ           庭園  14 

クロマツ         土蔵周辺   3 

ゲッケイジュ         庭園  12 

 

さ行 

サワラ       土蔵周辺・庭園  13 

シダレモミジ       土蔵周辺   9 

シュロノキ        土蔵周辺  11 

スダジイ           庭園   6 

ソテツ          正門周辺   8 

 

た行 

タイサンボク         庭園   5 

タオヤメザクラ      土蔵周辺   4 

チャボヒバ        正門周辺   7 

ツバキ            庭園   6 

ドウダンツツジ      正門周辺   8 

 

 

な行 

ナンテン 正門周辺・土蔵周辺・庭園  10 

 

は行 

ハナズオウ          庭園  12 

 

ま行 

モチノキ         正門周辺   1 

モッコク         正門周辺   1 

 

や行 

ヤツデ      正門周辺・ 庭園   9 

 

石 

佐渡赤石           庭園  14 


